
（証明の概略）

証明はかなり長くなるので、いくつかの段階に分けて行う。概略を先に書いておくと、以下のように

なる。

（ⅰ）

1E 、 2E について

1OEOE 12  、 4OEOE 21  、   17OEOE 2
12 

が成り立つことを示す。さらに

1
2

1 OE4OE  、 2
2

2 OE4OE 

が成り立つことを示す。

（ⅱ）

1I 、 2I 、 3I 、 4I について

121 OEOIOI  、 1OIOI 21  、   4OEOIOI 2
1

2
21 

243 OEOIOI  、 1OIOI 43  、   4OEOIOI 2
2

2
43 

が成り立つことを示す。さらに

1OIOEOI 11
2

1  、 21
2

2 OIOE1OI 

1OIOEOI 32
2

3  、 42
2

4 OIOE1OI 

が成り立つことを示す。

（ⅲ）

1M 、 2M 、 3M 、 4M について

121 OIOMOM  、 421 OIOMOM  、   4
2

1
2

21 OI4OIOMOM 

234 OIOMOM  、 343 OIOMOM  、   3
2

2
2

34 OI4OIOMOM 

が成り立つことを示す。さらに

411
2

1 OIOMOIOM  、 421
2

2 OIOMOIOM 

323
2

3 OMOIOIOM  、 342
2

4 OIOMOIOM 

が成り立つことを示す。

（ⅳ）

次の不等式を示す。

57.1OE56.1 1  、 57.2OE56.2 2 
06.2OI04.2 1  、 5.0OI48.0 2 



92.2OI9.2 3  、 35.0OI33.0 4 

89.1OM85.1 1  、 2.0OM16.0 2 
49.1OM46.1 3  、 98.1OM95.1 4 

（ⅴ）

次の不等式を示す。

2OEOIOE08.40 131  、 2OEOIOE94.00 141 

2OEOIOE78.50 222  、 2OEOIOE65.00 212 

02OM 2
1  、 0OM2 2

2 

02OM 2
3  、 02OM 2

4 

1
2

3 OM2OM  、 2OMOM 2
42 

（ⅵ）

 2OEOIOE
2
1OI 1311  、  2OEOIOE

2
1OI 1412 

 2OEOIOE
2
1OI 2223  、  2OEOIOE

2
1OI 2124 

が成り立つことを示す。さらに

4OI2OIOI 3
2

21  、 4OI2OIOI 4
2

12 

4OI2OIOI 2
2

43  、 4OI2OIOI 1
2

34 

が成り立つことを示す。

（ⅶ）

2OMOM 2
41  、 2OMOM 2

32 

2OMOM 2
13  、

2
24 OM2OM 

が成り立つことを示す。

（ⅷ）

1151 OYZ2OYZ  、 1131 OYZ4OYZ 

1171 OYZ8OYZ  、優角 1121 OYZ16OYZ 

が成り立つことを示す。さらに








17
360OYZ 11

が成り立つことを示す。


